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動詞の結合価からみた「状態」
キー・ワ ー ド：テイル
のアスペクトの分析
アスペクト「テイル」形の意味の交替
江
一般公理
要
薫
はじめに
噌庫lill!用形＋テイル」の形式を
「
テイル」形と呼ぶとすると、 金田 一春彦 (1950)
以来、動詞の属性だけで、「テイル」形の意味が決定されることが多いようである。 そ
の決定要因は、 上接の動洞の表す意味が主体の動作であるか、 または主体の変化である
かによると考えられている。確かに後述第3章のように動詞そのものによって、 文全体
のアスベクトが決定される場合もある。 しかし、必ずしもすぺての「テイル」形の意味
が動詞の属性で決められるのであろうか。 たとえば「遊ぶ」という動詞自体は動作勁岡
的であるから、 その「テイル」形の意味は進行中を表すぺきであるが、
(1) 衷の土地が遊んでいる。
のように、結果の状態の意味になる場合がある。
奥田蛸雄 (1977) は「スル」形と「テイル」形のく対＞を有している動詞をアスベク
卜勁洞と認め、 く動作＞とく変化＞という語梨的な意味によって「テイル」形の意味を
決めるという。しかし、「スル」形と「テイル」形のく対＞を有している動洞、 たとえ
ば、「自転する」という動岡には「スル」形と「テイル」形の対立があるが、
(2) a 地球は自転する。 b 地球は自転している。
のように、「スル」形 ・ 「テイル」形ともに恒術的な状態を表す場合もある。 なぜ例
(1)と (2) のような現象が起こっているのだろうか。 本桜では「テイル」形の意味
が構文的な条件によって変わる現象を「テイル」形の意味の交替と呼ぶことにし、 この
交替現象を「テイル」形の意味と補語との関係から明らかにしたい。
2
文における動きの質的変化による動詞の基本図式
「テイル」形のアスペクト的な意味を決定する際、 問題になるのが 、 その動作の主体
との関わりである。 つまり前掲（1)の例と「子供が遊んでいる」という一文を比ぺる
と、「遊ぶ」のアスペクト的な意味は主体に影府を受けることがわかる。 また、 その動
きがどのような局而を示しているか、 ということも匝要である。すなわち、 その動きが
持続するものか、 または一時点を指すものかという点である。本稿では、動きに時間の
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輻があり、同じ状態を持統する楊合に、その動きは「過程性」があると呼ぶ。また、時
間的・空1ill的な拙移によって、物事の性質や状態などに迩いが現れる場合に、その動き
は「変化」の状態にあると呼ぶ。「過程性」・「変化」があるかどうかによって、「テイ
ル」形の意：味を下記の(A-a) (B) (C)三つに分けることができる。［図中の記号
は以下の意味を示す］
●はその時点を含む意味を示す。0はその時点を含まない意味を示す。 …… はその動作
を起こしていない意味を示す。 一ーはその動作を起 こ した意味を示す。一〉は時間の流
れを表す。例は「テイル」 形の窓味がその局面の中にあることを示す。Oはその形式
で言える意味を示すn state 1は静止的な状態を示す。state 2 は変化したあとの状態を
示す。 t 1は動きの始点の意味を示す。t 2 は動きの終点の意味を示す。 t 1とt 2 の
間はその動作の動きの局面を表す。
(A) (a) 図式 (A- a) には、形式的な面ではル形との対立を持たず、
一
意味的な面ではその事象が時間からの制限を受けず、時間の流
れにそって、その状態が存続することを表す。
(A-a) に属するタイプは二つある。 一つは、時間に制約されない状態を表す場合
である（以下(A-a -1)と表す）。（A-a-1)に属する代表的な勁詞には「そぴ
える」「似る」 などである。もう一つは、動作の過程の側面から取り出され、状態や質
を表すものになる場合である（以下(A-a-2)と表す）。例えば、「ペ ー ジが飛んで
いる」という例文で、「飛ぷ」という動詞の語拙的な意味は主体の動作をさすが、 この
例文では「ページ」という主語が現実には飛べない物体であり、「飛ぷ」という動詞の
動作の側面がなくなり、その状態にあるこ とを特徴づけている。したがって、(A-a
-2)に属する文の「テイル」形の意味は、動洞の取る補語によって変わり、動洞その
ものの語秘アスペクトによって決定されるわけではない。
(A) (b) 図式(A-b)には、形式的な而では図式(A-a)と述っ
ーて、テイル形との対立を持たず、意味的な而では図式(A-
ル形 a)と同じであるが、その事象がII寺liilの流れに関わりがなく、
恒常的な状態にあることを表す。(A-b)に屈する代表的な動詞としては「いる」
「あるJ .いわゆる可能の意味を表す「読める」「作れる」などがあげられる。
(161 - 57 -
図式 B は動作の1r,-止的な状態 state l から
I 1 の始点が始まり、 state 2 の状態になっ
てから、 t 2の終点で state 1 の
・
状態に戻る
という意味を表す。 この動作はいくら繰り返
(b) しても、もとの状態に戻ることができる。 こ
王 のタイプはテイル形の状態が動作の始点と終
- -→ テイル形 点を持った動洞で、 補栢が動きがあるかどうL 11 t 2 時間 かに大きく関わるものである。 たとえば、
「彼は新間を『ilんでいる」と言うと、(a)の部分を指す。「私たちは彼の死を新間で腔
んでいる」と甘うと、(a)の他に(b)の部分を指すことができる。(B)に屈する代
表的な動詞には「遊ぶ」「読む」「作る」「食ぺる」などがある。 また、 5カ作主を示す主
語と非動作主を示す目的語とが同 一の人 ・ 物事を指す再棉構文の楊合も (a) と(b)
の意味を含む。たとえば、「彼は服を滸ている」という例は、「彼は今服を滸ている」ぁ
るいは「彼はもう服を滸ている」という二通りの解釈ができる。
(B) 
(a) 
state 21 王
:0テイル形
state Iト・'d
(C) 
state 2 I 王
!Oテイル形
state 1 1- ·-0 
図式C は動作の伯止的な状態state I が t
2 から変化して、 state 2 の状態になるとい
う意味を表す。 またこのタイブは変化すると、
もう元の状態に戻ることができない。 (C)
に屈する代表的な勁洞には「死ぬ」「残る」
「決まる」「入る」などがある。
lり 片岡
以上のように、 文における格成分の名洞と付加成分の副問によって、「テイル」形の
意味は (A-a) (B-a) (B-b) (C) の図式で表される。 一見 (A-a-2) (B 
-b) と（C) は同じ静止的な状態的意味を表しているように見える。しかし、 それぞ
れには次表のような相述点がある。
ら←竺竺四去 定 義 発生する状況
(A-a-2) 継続相の動洞が動作•過程としての意義を失 屈性を表すものが持統性
い、 動作の局而ではなくて、状態過程の中 を持たない現実的な存在
にある。 つ まり、 状態的な1!1）面が現れ、動 である楊合と、 そのもの
作的な側面がil'lえている。 が現実的な存在でない楊
んロ o 
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b タイコを打っている。（辞典） （ B- a) 
(1 - a) の例文は、進行中を表さない。 これは、補語「ホームランを」がポールを
打つという動作が終了して、そのポー ルの行方が決定した後でなければ使ぇないからで
ある。このような場合の「テイル」形は、動洞の収る補語によって、動きの起きた後の
状態であると決定される。 一方、 (11- b) の 「タイコ」は 「打つ」という動作の結果
の生ずる物ではなく、 「打つ」という動作に直接影界を受ける補栢である。同じ 「打っ
ている」という形式であっても、 「打つ」gり作の結果に生ずる補語を伴った楊合と、 「打
っ」動作をそのまま受ける補語を伴った場合とで、「テイル」形の意味の交替現象が左
右されていることがわかる。
(III} 「テイル」形の意味の二義性と補語による限定性
(12) a 彼は本を哲いている。 (B-a) (8-b) 
b 彼はペストセラーの本を柑いている。 (8- b}
(13) a 彼はシペリアを紫足で歩いている。 (B-a) (B-b) 
b 彼は索足で歩いている。 (B- a) 
aの例は、進行中を表すか或いは、結果の状態を表す。こ の結果の状態は物理的に何
回繰り返しても、主体変化が起こらないので、「テイル」形の意味が (B- b) に屈す
る。 (12-b) の 「ペスト七ラー の」は「本を柑く」勁作によって生じた結果に対する
叙述である。この例では主栢の動作によって生じた結果に対して、何らかの叙述・評価
が行われており、 この時点で、動作進行中の意味は切り捨てられる。したがって、「テ
イル」形の意味は結果の状態に近い。また、 (13- a) の 「彼はシベリアを索足で歩い
ている」の楊合、例えば「彼は辺路を索足で歩いている」と比較すると｀「シペリアを
索足で歩く」ということは我々には日常的な行為ではないので、進行中を表すほかに、
経験の意味も表すことができる。非日前的な行為、特殊な行為であるからこそ、「彼」
の経歴に付加される事項となりうるのである。それに対して、「シペリア」を加えない
場合、「彼は素足で歩いている」 の 「テイル」形は 「歩く」最中の姿が「索足で」とい
う補栢によって取り出されているので、巡行中の意味しか表さない。このように同じ動
詞であっても、勁作によって生じる結果が補語中に含まれる場合や、特殊な経歴を表す
ような補栢がある場合には、「テイル」形が結果相となり、動作の最中の姿を表す補語
がある場合、進行中の意味となることがあるのである。「テイル」形の意味の交替現象
にはこの点を見逃してはならないと思われる。したがって、 (II) の特徴は補栢の屈性
によって、「テイル」形の意味の交替が生じることであり、 (III) の特徴は 「テイル」形
の意味に二義性があり、補瓶の屈性によって、一つに絞られることであるといえる。 っ
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まり、'(Il)と(m) の相迩点は補語の屈性によって、「テイル」形の意味の交替が生じ
たり、-つの意味に絞られたりすることである。 1
· 
5 
一般公理的なものを表す文型
「月が西の空に沈んでいる」と「月が西の空に沈んだ」 のように、話し手の感党を通
して、身の回りに存在するil!.界をそのまま言語で表して伝える現象描写文に対して、
「月は西の空に沈む」のように我々が 「＇常にそうであると認識している世界」を写し
取った文を 一般公理文と呼ぶことにする。現象描写文と一般公理文は次のような点で相
迩を示す。現象描写文は格表示に「ガ」を取り、 文の内容は状況場においての梢飛描写
であって、全体を事象として叙述する。それに対して、一般公理文は恒‘術的な時間性の
もとにある特質に基づいて、主題として提示した上で、その屈性を叙述するものである。
(I)「ル」形しかない一般公理的なもの
(14)月は西の空に沈む。
(15)台風は人に害を与える。
(16)太陥は東に昇る。
(17)人Ili]は死ぬ。
(14)から(17)までの例文は、主語が本来持っている状態や屈性を言い表す。しか
し、時刻によって、「月は東の空に昇る」場合もあれば、「天空に輝く」時もある。つま
り、月が「西の空に沈む」のは、月の屈性としては常に哀であるが、ある時間軸を基準
にすると、‘iitに其であるとは限らない。同様に、例文(15)「台凩は人に害を与える」
は、確かに「台風は人間の前に現れるといつも害を与える」ものである。しかし、ある
時間において、常に台風が害を与えているとは限らないのである。(17)は、「人間は生
まれたら、必ずいつかは死ぬ」ものであるが、だからといって、人間は常に死んでいる
のではない。以上の例から見ると、上述の文自体は、提示された主題の屈性としては常
虚であるが、限定された時間においては常に真となるのではない。つまり、一般公理
的文において、前に「ル」形にしかならない文は、主題の属性のみを表す文であり、時
間1的限定を加えるとその屈性が成り立たfょい場合がある文だと言えよう。それゆえに、
常に「ル」形のみで実現すると結論できる。
(II)「テイル」形及ぴ漢賄サ変系の「ル」形も持つ一般公理的なもの
(18) 北極と南極は離れている。
(19)象には長い鼻がついている。
これらの例はその状態が不変であるという点で恒常的なものを表しているといえる。
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前掲 (14) - (17) はある時点をとると成り立たない場合があったが、 これらの例は全
ての時点で成り立つものである。 例文 (18) 「北極と南極は雌れている」は、「北極と南
極は離れていることが認知されていて、 現在も未来もずっとこういう状態が続く」と思
われることを表している。 そして、 この状態は時間の而において、 どの時点に骰いても
成立する。 また、 例文 (19) 「象には長い恥がついている」において、「象」というもの
は生まれつき、 長い恥を持っている動物である。 つまり、 前掲 (14) - (17) と述って、
どの時点を取っても常に主迎の屈性が成り立つような文においては「テイル」形しか持
たないといえる。
また、 同じ静止的な状態を表しながら、「ル」形・ 「テイル」形の両形を有するもの
もある。 それは、i葵語サ変動洞の中の「存在する、 属する、 接する、 関係する、••••••」
などの形状動詞であり、 また動きがなく、 存在や関係などの状態の糀統を表す動詞群で
ある。 たとえば、
(20) a 地球には水が存在する。
b 地球には水が存在している。
(21) a 日本はアジアに属する。
b 日本はアジアに屈している。
の場合、 いずれの形にしても言える。(20) の「存在する」は話し手が言った瞬llllに動
きが起こるわけではなく、 その状態が続いていくので、「存在している」といった場合
と同じ意味を表す。 (21) の例も同様である。 したがって、i英語サ変動詞の一般公理文
は「ル」形・「テイル」形を持つが、 窓味上の対立はしない。
以上をまとめると、「テイル」形のみ及び「ル」形・ 「テイル」形両方を持つ形状勁
岡の一般公理文は「動きがない」という点で共通したが、 形態の而と餅梨的な面で共通
しないことがわかった。
(m)「ル」形と「テイル」形両方を持つ 一般公理的なものが意味上の対立を持た
ないもの
(22) a 地球は太阻の周りを回る。
b 地球は太陽の周りを回っている。
(23) a J(JL液は体内を流れる。
b 血液は体内を流れている。
(22- a) と(23- a)の例では、「回る」と「流れる」は「地球」と「血液」の属
性を述べている。 一方、 (22- b) と「回っている」は、「現在回っている」・ 「地球誕
生以来既に何千、 何万、 何他周回っている」という二つの意味がある。(23- b)も同
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様である。 すなわち、 bの例で補語の属性は常に真であり、 同時にどの時点をとっても、
その勁作を表す状態が成立する。 この点上述 (II) と等しい。 ただ (II) と異なるのは、
(22) - (23) は常に変化 ・ 動作を行い続けているという点である。 したがって、 a の
例の「ル」形は補語の屈性を時lllJという観点からはとらえられず、 bの例の「テイル」
形は補語の屈性を「今の瞬lU)描かれた状態でつづく」という点を述ぺる。
つまり、 一殷公理文というのは主題として示された語の屈f士を表す文という点では共
通したカテゴリ ーであるが、 要索としては二種類（「全ての時点で事態が成り立つかど
うか」と「動きがあるかどうか」）によって大別される。 (14) - (17) は全ての時点で
事態は成立しないが、 動きはある。 (18) - (21) は全ての時点で事態が成立するが、
動きがない。 (18) - (19) と (20) - (21) は語薬的に分かれており、 日本栢として
新しく定落した漢翡サ変には「～ル」 ・ 「テイル」形の対立がない。 (22) - (23) は
すぺての時点で成立し、 動きを持つ。
以上をまとめると、 下図を得る。(0は成立することを示し、 Xは成立しないことを
示す〕
バタ ン 要素 属性として其 全ての時点で兵 変化・動きあり
(I) ル形のみ (14) - (17) ゜ X ゜
(II) テイル形 (18) - (19) ゜ ゜
のみ 和絣系·······-········-·-···・・ 一．．疇•.．...．.．............ -... -.... -....... --. ・・・·················會●● 
(20) - (21) 
漢梧サ変系は ゜ ゜ X 
「ル」形もあり
(III)ル 形・テ
(22) - (23) ゜ I ゜ ゜イル形
この図から、 一般公理文として、 意味の弁別索性としては二項（全ての時点で真かど
うか、 変化 ・ 動さがあるかどうか）を区別しなければならない。 そして、 文の種類とし
ては三種類（「ル形のみ」、「テイル形のみ、 ル形
・ テイル形両方を持つもの」と「ル
形・テイル形両方を持つもの」）を区別する必要があるということになろう。
6
まとめ
以上述ぺてきたように、 「決まる」「始まる」 「認める」などの動詞文では、「テイル」
形の意味は、動開そのものの語放的な意味によって決められ、動洞の取る補語によって
は左右されない。 その 一方、例文 (1) 「衷の土地が遊んでいる」のように、 「表の土
• 9
.
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地」という主括が動きのある主体ではないため、「遊ぶ」という動詞から動作の側而を
切り捨て、「裏の土地が有効に利用されていない」という状態の意味を表し、 進行中の
意味を表さない場合もある。 したがって、 金田一の国語動洞の分類の仕方では、 このよ
うな例を説明することができない。 つまり、 すべての「テイル」形の意味が、 前につく
動洞の属性によって決まるわけではなく、 その動詞が取る補語によって決まる場合もあ
ると考えられるのである。前単に言えば、「テイル」形の意味の決定は、 動詞の語批に
よるものと、 補胚の意味によるものとが見られるということである。
また、 一般公理の文では、「ル」形で固定される場合、哨1i語の屈性は動きをある時点
でとらえたものであるからどの時点を取っても成立するわけではなく、 屈性叙述文に近
い。 一方、「テイル」形で固定される場合、 動きのない補語の屈性であるからどの時点
を取っても成立する。 また、「ル」形と「テイル」形両方で固定される場合、 動きのあ
る属性であるが、 その勅きが‘常に同じ状態で持続するため、 屈性としても兵、 どの時点
をとっても謀ということになる。 したがって、「ル」形と「テイル」形両方で固定され
る。
このように、「ル」形と「テイル」形との対立を持つ動洞において、 文全体としてア
スベクト的な意味の対立を持たず、 アスペクトから招放されている場合、多くは袖語の
性格によっていることがわかる。 甜翌の御叱正をいただければ幸いである。
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